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［ 吹田市 ］

中保健センター ◉
東大阪市岩田町4-3-22-300 ☎072-965-6411

［ 東大阪市 ］

東保健センター ◉
東大阪市旭町1-1 ☎072-982-2603

西保健センター ◉
東大阪市高井田元町2-8-27 ☎06-6788-0085

第2・4月曜日／9時30分～11時

第1金曜日／9時30分～11時

第2・4水曜日／9時30分～11時

［ 枚方市 ］

毎週火曜日／10時～11時30分枚方市保健所 ◉
枚方市禁野本町２-13-13 ☎072-807-7625

［ 大阪府 ］

第1・2火曜日／13時30分～14時30分池田保健所 ◉
池田市満寿美町3-19 ☎072-751-2990

第2・4月曜日／10時～11時守口保健所 ◉
守口市京阪本通2-5-5（守口市庁舎8階） ☎０６-６９９３-３１３３

第1・3水曜日／13時30分～14時30分富田林保健所 ◉
富田林市寿町3-1-35 ☎０７２１-２３-２６８3

和泉保健所 ◉
和泉市府中町6-12-3 ☎0725-41-1392

第1・3火曜日／13時30分～14時30分岸和田保健所 ◉
岸和田市野田町3-13-1 ☎072-422-6077

第1・2・4木曜日／9時30分～10時30分
※ただし、12／25及び１／1は実施なし

茨木保健所 ★
茨木市大住町8-11 ☎072-624-4668

第1・3月曜日／9時30分～10時15分四條畷保健所 ★
四條畷市江瀬美町1-16 ☎072-878-1090

第2・3水曜日／9時30分～10時30分藤井寺保健所 ★
藤井寺市藤井寺1-8-36 ☎072-955-4181

第1・3月曜日／13時～14時泉佐野保健所 ★
泉佐野市上瓦屋583-1 ☎072-462-7703

第2・4水曜日／9時30分～11時
※ただし、12／24及び2／11は実施なし

◉ HIV検査と同時にクラミジア及び梅毒の検査も無料で出来る施設です。
★ 即日検査できる施設です。

マークの説明

＊通常の検査では一週間、即日検査はその日のうちに結果がわかります。

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

高槻市保健所 ◉
高槻市城東町5-7 ☎072-661-9332

［ 高槻市 ］

毎週木曜日／9時30分～10時30分

［ 豊中市 ］

第1火曜日・第3木曜日／13時～14時豊中市保健所 ★
豊中市中桜塚4-11-1 ☎06-6152-7316

ＨＩＶ・梅毒

第1・3水曜日／9時30分～10時30分
寝屋川市保健所 ◉
寝屋川市八坂町28-3 ☎０７２-８２９-７７７３

［ 寝屋川市 ］

原則 毎月２回（木曜日）／9時30分～11時
（予約制／定員12名）

八尾市保健所 ◉
八尾市清水町1-2-5 ☎072-994-6644（感染症担当）

［ 八尾市 ］

吹田市保健所 ◉
吹田市出口町19-3 ☎06-6339-2227

第1・3金曜日／9時30分～11時

第4木曜日／9時30分～11時美原保健センター ◉
堺市美原区黒山782-11 ☎072-362-8681

第4火曜日／9時30分～11時東保健センター ◉
堺市東区日置荘原寺町195-1（東区役所内） ☎072-287-8120

第3水曜日／9時30分～11時南保健センター ◉
堺市南区桃山台1-1-1（南区役所内） ☎072-293-1222

第2火曜日／9時15分～10時45分北保健センター ◉
堺市北区新金岡町5-1-4（北区役所内） ☎072-258-6600

ＨＩＶ・梅毒
奇数月・第3水曜日
18時30分～20時（先着25名）

堺市保健医療センター1階 ★
堺市堺区甲斐町東3-2-6（保健医療センター内） ☎072-222-9933

偶数月・第3木曜日/10時～11時
※HIV即日検査はR6年度で終了となりました。

西保健センター ◉
堺市西区鳳東町6丁600（西区役所内） ☎072-271-2012

第1火曜日／9時15分～10時45分

中保健センター ◉
堺市中区深井沢町2470-7（中区役所内） ☎072-270-8100

第3月曜日／9時15分～10時45分

第4水曜日／9時15分～10時45分

［ 堺市 ］

薬の飲み疲れ、依存症、高齢化と共に感じる将来への
不安、その他の疾患による影響、引きこもりによる
落ち込み、HIVの知識、生活などお悩み事は人それぞれです。
気軽にご相談ください。

HIV陽性のゲイ・バイセクシュアル男性がふらっと立ち寄れ
る場所。 谷町6丁目駅から徒歩3分のところにあるお店で、
毎月第二日曜日14時～18時に開催しています。 
注：月曜日が祝日の場合には第三日曜日

性感染症について知りたい、相談や心配事がある、
そんな方はご相談ください。 お話をお聞きし、一緒
に考えるお手伝いをします。 電話相談と対面相談を
行っています。相談員にはゲイの人もいて安心です。

www.charmjapan.com/charmsoudan/

https://www.dista.osaka/

SO ・ SO ・ SO
総合相談窓口

サンスクエア堺
堺市堺区田出井町2-1 サンスクエア堺B棟地下1階 
第5会議室　☎072-222-9933
（堺市保健所 感染症対策課（開庁時間のみ））

第55号

エイズに関するご相談を電話で受け付けてい
ます。お気軽にご連絡ください。

HIV陽性とわかった時、またエイズや性感染症について相談したり、情報が欲しい時、
大阪には相談できるサービスや支援があります。気軽にお問い合わせください。

住所:大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

Https://www.dista.osaka/

堂山山よし
ビル4F
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0120-177-812（無料）
※携帯電話からは、　　　　　　　   まで（有料）
月曜～金曜/10:00～13:00、14:00～17:00

03-5259-1815
（祝日は除く）

エイズ予防財団

カフェイベント『あんおぽ』

相談がしたいHIV陽性の方

HIV陽性のゲイ・バイセクシャル男性

HIV検査や性感染症などに不安がある方

エイズに関する様々な相談をしたい方

0 6-6361-9300
木曜～日曜/17:00～22:00 （月・火・水曜休館）

エ
イ
ズ
対
策
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、
M
）：
ご

出
身
は
？

森
田（
以
下
、
森
）：
大
阪
で
す
。

大
学
で
東
京
に
出
て
そ
の
ま
ま
就

職
、
二
十
五
年
ぶ
り
に
大
阪
に
戻

っ
て
す
で
に
十
数
年
に
な
り
ま
す
。

M
：
心
理
職
を
志
し
た
き
っ
か
け

は
？

森
：
小
学
校
四
年
生
く
ら
い
か
ら

慢
性
の
内
臓
疾
患
を
患
っ
て
、
特

効
薬
が
な
い
中
、
食
事
と
運
動
が

制
限
さ
れ
、
給
食
が
食
べ
ら
れ
な

い
の
で
早
退
し
て
家
で
安
静
に
す

る
毎
日
。
中
学
は
体
育
教
師
が
厳

し
く
て「
体
育
見
学
の
子
は
い
ら

ん
！
」と
言
わ
れ
、
退
学
を
促
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
強
い
憤
り
を
感

じ
た
こ
と
も
。
で
も
ね
、
直
接
の

き
っ
か
け
は
高
校
の
倫
理
社
会
の

授
業
な
ん
で
す
。
与
え
ら
れ
た
課

題
を
調
べ
て
発
表
す
る
と
い
う
授 

業
で
、
課
題
は
確
か「
人
格
や
性
格

類
型
に
つ
い
て
」。
ク
レ
ッ
チ
マ
ー

の『
体
型
と
気
質
』と
か
面
白
く
っ

て
色
々
調
べ
て
心
理
学
を
知
り
ま

し
た
。
そ
の
と
き
な
ぜ
か「
家
庭
内

離
婚
の
家
の
子
供
の
話
し
相
手
に

な
り
た
い
」と
思
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
大
学
で
何
を
専
攻
す
る

か
考
え
始
め
た
頃
、
こ
の
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
。
そ
う
だ
、
心

理
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
め
ざ
そ

う
！ 

そ
こ
か
ら
臨
床
心
理
学
を
学

べ
る
大
学
を
片
っ
端
か
ら
調
べ
て
、

結
局
東
京
の
大
学
の
心
理
学
科
に

入
学
し
ま
す
。

M
：
そ
こ
か
ら
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ

の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
！？

森
：
い
え
い
え
、
臨
床
心
理
士
の

資
格
を
取
る
に
は
修
士
課
程
修
了

が
条
件
だ
し
、
結
局
博
士
課
程
ま

で
行
っ
た
ん
で
す
が
、
終
え
る
頃

に
は
、
自
分
は
カ
ラ
ダ
の
病
の
人

の
気
持
ち
の
し
ん
ど
さ
を
支
援
す

る
人
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

テ
ス
タ
ー
な
ど
の
バ
イ
ト
を
し
つ

つ
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
公
益
財
団

法
人
エ
イ
ズ
予
防
財
団
の
方
と
知

り
合
い
ま
す
。
そ
の
頃
W
H
O
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な
ど
し

て
、
H
I
V
陽
性
の
告
知
後
フ
ォ

ロ
ー
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
と

て
も
重
要
だ
と
説
い
て
、
エ
イ
ズ

関
連
の
行
政
・
医
療
者
・
N
G
O

な
ど
が
動
き
始
め
て
い
ま
し
た
。

小
さ
い
と
き
に
病
気
の
こ
と
で
イ

ジ
メ
ら
れ
た
り
、
学
校
か
ら
排
除

さ
れ
か
け
た
り
し
た
私
は
H
I
V

陽
性
者
の
状
況
を
他
人
事
と
は
思

え
な
く
て
、
H
I
V
に
関
わ
る
仕

事
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
エ
イ
ズ
予
防
財

団
に
入
職
。
電
話
相
談
、
医
療
者

向
け
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
な

ど
の
企
画
・
開
催
、
繁
華
街
で
コ

ン
ド
ー
ム
配
布
す
る
啓
発
活
動
な

ど
色
々
や
り
ま
し
た
。
同
時
期
に

エ
イ
ズ
＆
ソ
サ
エ
テ
ィ
研
究
会
議

と
い
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に

も
関
わ
り
、
国
内
外
の
エ
イ
ズ
関

連
の
専
門
職
者
、
市
民
団
体
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
方
々
か
ら

沢
山
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

M
：
あ
れ
、
臨
床
心
理
士
の
仕
事

は
？

森
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
、
当
時
の

私
は
主
に
現
場
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
後
方
支
援
。
そ
の
後
、
エ
イ
ズ

予
防
財
団
を
辞
め
、
神
奈
川
県
の

H
I
V
派
遣
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
働
き
始
め
ま
す
。
で
も
大
病
し

て
や
っ
と
復
帰
し
た
頃
に
、
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
が
心
理
職
を
募
集

し
て
る
こ
と
を
知
り
、
応
募
し
て

無
事
採
用
。
親
か
ら
も「
い
つ
大
阪

に
帰
っ
て
く
る
ね
ん
」っ
て
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、
ホ
ン
ト
幸
運
で
し

た
。

M
：
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
で
心
理

職
と
し
て
働
く
と
い
う
の
は
ど
ん

な
カ
ン
ジ
？

森
：
環
境
と
し
て
は
申
し
分
な
い
。

私
が
入
っ
た
と
き
す
で
に
全
科
対

応
の
臨
床
心
理
室
が
で
き
て
い
て
、

H
I
V
に
限
ら
ず
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
た
し
、

H
I
V
対
応
の
ス
タ
ッ
フ
も
医
師
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ナ
ー
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
薬
剤
師
、
M
S
W
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
て
、
専

門
性
の
高
い
人
た
ち
が
チ
ー
ム
医

療
を
実
践
し
て
る
場
。
逆
に
い
う

と
心
理
職
は
心
理
職
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
私
は
ひ
た

す
ら
学
ぶ
日
々
で
し
た
。
十
数
年

続
け
て
き
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
な
ん
と
か
や
っ
て
い
る
か
な
と

思
い
ま
す
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て

改
善
・
回
復
を
め
ざ
す
心
理
療
法

の
領
域
で
は
自
分
の
力
不
足
を
痛

感
し
て
ま
す
。

M
：
エ
イ
ズ
予
防
財
団
時
代
の
電

話
相
談
か
ら
数
え
る
と
三
十
年
以

上
H
I
V
感
染
症
と
向
き
合
っ
て

こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
相
談
内

容
は
変
わ
っ
て
き
て
ま
す
か
？ 

森
：
昔
は
ま
ず
、
自
殺
予
防
。
治

療
の
進
歩
で
、
以
前
は
患
者
さ
ん

が
ど
う
死
を
迎
え
る
の
か
を
支
援

し
て
い
た
の
が
、
人
生
設
計
を
ど

う
考
え
る
か
、
が
ん
や
生
活
習
慣

病
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
親
の
介

護
を
ど
う
す
る
か
、
今
は
一
言
で

い
え
ば「
生
き
て
い
く
こ
と
の
辛

さ
」を
ど
う
支
え
る
か
、
で
す
ね
。

内
面
化
さ
れ
た
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
を

聞
く
機
会
も
ま
だ
多
い
。
逆
に
、

こ
れ
は
医
療
者
側
の
変
化
で
す
が
、

L
G
B
T
Q
と
い
う
言
葉
が
広
ま

っ
た
お
か
げ
で
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
が
な
く
て
も
性
的
少
数
者
へ
の

配
慮
が
少
し
進
ん
で
き
た
感
は
あ

り
ま
す
ね
。

M
：
最
後
に
、
心
理
職
と
し
て
働

く
う
え
で
肝
に
銘
じ
て
る
こ
と
が

あ
れ
ば
…

森
：
う
ー
ん
、「
他
人
様
の
こ
と
は

分
か
っ
た
気
に
な
る
な
！
」「
分
か

る
た
め
の
努
力
は
惜
し
む
な
！
」こ

の
ふ
た
つ
か
な
…

M
：
興
味
深
い
お
話
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏号の紙面 V I EW

時事ネタWATCH
男朋友
知られざる偉人伝 「橋本 治（その3）」
海外男街通信 「フランス」

4面

2面

6面

7面

発行：MASH大阪
〒530-0027 大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

☎＆　 06-6361- 9300
ht tps ://www.d is ta .osaka/

こちらのHIV検査場はすべて無料・匿名です 大阪府版（2026年4月20日現在）

淀川区役所 保健福祉センター ◉
大阪市淀川区十三東2-3-3 ☎06-6308-9882

北区役所 保健福祉センター ◉
大阪市北区扇町2-1-27 ☎06-6313-9882

［ 大阪市 ］

中央区役所 保健福祉センター 
大阪市中央区久太郎町1-2-27 ☎06-6267-9882

chotCAST
大阪市中央区東心斎橋1-7-30 21心斎橋ビル4階
火・木・土・日曜日／☎06-4708-5035
※いずれも検査実施時間帯のみ
［木曜日、土・日曜日はWEB予約］
 https://chotcast.com

大阪検査相談・啓発・支援センター

月曜日／14時～15時30分
火曜日／9時30分～11時

月・金曜日／9時30分～11時
水曜日／14時～15時30分
第5金曜日／18時～19時30分（定員100名）

火・水・木◉／9時30分～11時
第１金曜日★（HIVのみ）／14時～15時

火曜日／18時～19時50分（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎

木曜日★／18時～19時30分
（先着50名）（予約制） ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎
土・日曜日★／14時～15時30分
（先着50名）（予約制） ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎

※下記ホームページで、必ず検査実施状況をご確認ください。
   http://www.smartlifeclinic.com/

エイズの知識を深め、HIV検査に行ってみませんか？ 以下の検査施設では、無料・匿名でHIV検査を受ける事ができます。 

近畿地区のブロック拠点病院・
国立病院機構大阪医療センターで
心理療法士として働く
森田眞子さんに
突撃インタビュー！

南界堂通信の
X（旧Twitter）をフォローして
最新情報をチェック！

●ChatGPTの、◯◯なプロンプトなので、その
ままだと生成AIによってはブレやすいです/モ
デレートされます、などから始まる提案。受け入
れると無難な画像になること多々。生成AIの配
慮を感じます。（泰平）

●distaの近くのスーパーラ○フ太融寺店を
利用することが多いのですが、中崎町駅前店
が出来たし、更に東天満にも大きな店舗が出
来ていて（広い分、品揃えは太融寺店より豊
富）、ビックリしました。（大畑）

●二月から家計簿をつけ始めました。週ごとに
支出だけを記録していく、簡単なものですが、
年金で賄えているのは家賃と食費のみだと分
かり、さて…（哲）

 @namkaido

 ［  南界堂通信第55号 編集後記 ］

森田眞子さん

も り た    ま こ

心理療法士

ひ

 

と

 

さ
ま

※定例外で実施することがございますので、実施日はウェブサイトでご確認ください。

※6月1日以降、寝屋川市池田西町28－22へ移転

6月1日～7日はHIV検査普及週間です！！ HIVには予防・早期発見・早期治療が有効です。

1 面 南 界 堂 通 信［ 夏 号 ］ 2026年 5月15日発行 8 面南 界 堂 通 信 ［ 夏 号 ］ 2026年 5月15日発行
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あ
り
、
国
は
対
象
者
が
適
切
に

P
r
E
P
を
使
用
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を

推
進
し
、
そ
の
成
果
等
を
踏
ま
え
て

効
果
的
な
導
入
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
国
に
お

け
る
検
討
状
況
等
を
踏
ま
え
、

P
r
E
P
に
関
す
る
情
報
提
供
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す

る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
一
昨
年
、
大
阪
医
療
セ

ン
タ
ー
の
隣
に
開
業
し
た
「
た
に
よ

ん
ス
タ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
現
状

に
つ
い
て
、
古
林
敬
一
医
師
か
ら
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
医
療
セ
ン

タ
ー
に
通
院
し
て
い
た
患
者
さ
ん

も
、
症
状
が
安
定
し
て
い
て
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
方
が
よ
い
方
は
こ
ち
ら
に

通
院
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

逆
に
、
外
国
人
の
中
高
年

M
S
M
で
、
急
性
症
状
の
人
を
、
大

阪
医
療
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
関
西
H
I
V
臨
床
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
会
長
の
宇
野
健
司
医

師
か
ら
、
所
属
す
る
南
奈
良
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
エ
イ
ズ
拠
点

病
院
に
な
っ
た
こ
と
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
奈
良
県
南
部
で
他
の

病
院
と
連
携
し
て
、
拠
点
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

　

後
半
は
、
出
席
し
た
N
G
O
/

N
P
O
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
厚
労
科
研
補
助
金
エ
イ
ズ
関
連

公
募
で
、令
和
五
年
度
の
予
算
配
分

は
、Ｍ
Ｓ
Ｍ
が
年
間
二
五
〇
〇
万
円

（
三
年
間
）、セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
が

年
間
二
六
〇
〇
万
円（
三
年
間
）、

P
E
P
／
P
r
E
P
が
年
間
二
〇
〇

〇
万
円（
三
年
間
）で
あ
っ
た
の
が
、

令
和
八
年
度
は
、Ｍ
Ｓ
Ｍ
と
セ
ッ
ク
ス

ワ
ー
カ
ー
が「
個
別
施
策
層
」に
統

合
さ
れ
た
上
で
、年
間一八
〇
〇
万
円

（
二
年
間
）に
減
額
、他
方
、P
E
P
／

P
r
E
P
は
年
間
八
三
〇
〇
万
円

（
三
年
間
）と
増
額
さ
れ
た
」と
の
報

告
も
な
さ
れ
、厚
労
省
の
研
究
費
が

P
E
P
／
P
r
E
P
に
偏
る
中
で
、

個
別
施
策
層
と
い
う
当
事
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
視
点
が
希
薄
化
し
な
い

か
、と
い
う
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
集
ま
り
は
、
大
阪
で
活

動
す
る
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
行
政
、

医
療
者
と
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重
な

機
会
で
す
の
で
、
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
関
西
H
I
V
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

H
I
V
医
療
従
事
者
と

N
G
O
/
N
P
O
活
動
交
流
会
〜 

開
か
れ
る
！

中高年ＭＳＭと暮らし

　

三
月
十
四
日
、
大
阪
医
療
セ

ン
タ
ー
で
、
「
関
西
H
I
V
臨

床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
主
催

で
、
H
I
V
医
療
従
事
者
と

N
G
O
/
N
P
O
活
動
交
流
会

〜
な
な
い
ろ
通
り
商
店
街
年
次

報
告
会
〜 

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
阪
府
健
康
医
療
部

保
健
医
療
室
医
療
・
感
染
症
対

策
課
感
染
症
対
策
グ
ル
ー
プ
の

西
田
明
子
さ
ん
か
ら
、
大
阪
府

の
エ
イ
ズ
対
策
基
本
方
針
案
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ち
ょ
う
ど
意
見
募
集
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
※
）
の
最
中

で
、

Ⅰ
．人
権
の
尊
重
及
び
個
人
情
報

の
保
護

Ⅱ
．大
阪
府
の
実
状
に
即
し
た

H
I
V
感
染
の
予
防
及
び
ま
ん

延
防
止
の
た
め
の
施
策

Ⅲ
．医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確

保
の
た
め
の
施
策

Ⅳ
．施
策
目
標
の
設
定
及
び
施
策

の
評
価

と
い
う
施
策
の
内
容
に
つ
い

て
、
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
識
の
普
及
啓
発
と
し
て

は
、
「
H
I
V
・
エ
イ
ズ
が
、

性
行
為
以
外
の
日
常
生
活
に
お
け
る

活
動
で
、
他
者
に
感
染
す
る
こ
と
は

通
常
な
い
こ
と
。
ま
た
、
U
＝
U
の

考
え
方
」
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

P
r
E
P
に
つ
い
て
は
、
「
国

は
、
二
〇
二
五
年
に
改
正
し
た
予
防

指
針
に
お
い
て
、
H
I
V
感
染
症
に

対
す
る
曝
露
前
予
防
（
以
下
、

「
P
r
E
P
」
と
い
う
。
）
は
、

H
I
V
の
感
染
予
防
に
有
用
な
手
段

の
一
つ
で
あ
り
、
国
内
で
も
対
象
薬

が
予
防
投
与
の
薬
事
承
認
を
受
け
た

も
の
の
、
定
期
的
な
H
I
V
検
査
や

そ
の
他
の
性
感
染
症
の
検
査
等
、
服

薬
者
の
健
康
状
態
の
観
察
が
重
要
で

ア
ラ
フ
ォ
ー
か
ら
ア
ラ
カ
ン
世
代
の
皆
さ
ま
、

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！ 

「
あ
る
あ
る
」「
ド
キ
ッ
！
」「
ア
ラ
や
だ
ー…

」

と
い
っ
た
中
高
年
世
代
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
な
内
容
を
、

年
齢
や
個
性
も
バ
ラ
バ
ラ
さ
ん
た
ち
が

４
コ
マ
漫
画
で
つ
づ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
モ
ー
ブ
L
さ
ん
の
作
品
で
す
！

プロフィール ◉ 藤垣風未
株式会社フィロソフィア 
都島センター薬局の管理栄養士
薬局では患者さまの栄養指導を
随時受け付けております。個人
的に栄養指導を希望される方
は、いつでもご相談ください。

薬食男源
healthy Food, healthy Body for gay

日常生活では以下の点にも気を付けましょう。
◎就寝前のスマートフォンやPCの使用を控える。
◎午後以降はカフェインを避ける。
◎日中に軽い運動を取り入れる。

◎アルコールは睡眠の質を低下させるため適量にする。
寝起きがよく、寝つきもよい生活のために、朝・昼・
夕の規則正しい食事と生活リズムを心がけましょう！

ぐっすりと
質の良い眠りを

牛肉とたけのこを使った料理を紹介したいと思います。

【 たけのこと絹さやの甘辛炒め (2人前) 】

新年度が始まりました。環境が変わった方は、新しい生活リズムに慣れてきましたでしょうか。
一方で、この時期は心身の疲れが現れやすい時期でもあります。
長時間労働や夜型生活による睡眠不足、不規則な生活リズムなどの睡眠障害は、
意欲低下や記憶力減退など、精神機能が低下してしまいます。
また、糖尿病や高血圧といった生活習慣病のリスクを高めることも分かっています。
今回は、私たちにとって大切な「睡眠」と「食事」の関係についてお話したいと思います。

睡眠と食事の関係って？

3. 睡眠の質を高める食事

睡眠不足が数日続くと、食欲を抑えるホルモン「レプチ
ン」の分泌は減少し、食欲を高めるホルモン「グレリン」
の分泌が増加します。アメリカの研究では、睡眠時間が
5時間の人は、8時間眠った人と比べて平均300～
500kcal多く摂取していたと報告されています。また、イ
ンスリンの働きが低下し、同じ食事でも血糖値が上がり
やすくなることも明らかになっています。

温かい食事は体を温め、眠りにつきやすくします。また、
朝食をしっかり摂ることで体内時計が整い、睡眠リズム
の安定につながります。朝食をぬくと体内時計が遅れ、
生活リズムが乱れてしまいます。さらに、朝に日光にあび
ることで体内時計がリセットされます。夕食は就寝の4時
間前までに済ませるのが理想的です。遅い時間の食事
は消化活動を活発にし、深い睡眠を防いでしまいます。

メラトニンは、「睡眠ホルモン」と呼ばれ、起床後に光を
浴びてから14～16時間後に分泌され、自然な眠りを促
します。メラトニン生成に必要な栄養は、たんぱく質（トリ
プトファン）、ビタミンB6、鉄分です。これらは、赤身の魚
や肉、乳製品、卵、大豆製品などに多く含まれています。
トリプトファンは、メラトニンの材料となる必須アミノ酸
で、炭水化物と一緒に摂ることで吸収率が高まります。

1. 食欲の増大 2. 睡眠リズムを整えよう

①たけのこ水煮(200ｇ)は、さっと水洗いして薄く切り、絹さや(15枚)は筋を取ります。
②牛肉小間切れ(100ｇ)に【下味：塩(少々)、酒(小さじ1)、片栗粉(小さじ1)】を揉み込みます。
③フライパンにサラダ油(小さじ1)を入れて火にかけ、牛肉を炒めます。
④牛肉の色が変わってきたら、たけのこを加えてさらに炒めます。
⑤④に顆粒だし(小さじ1/2)、砂糖(小さじ1)、みりん(小さじ2)、酒(大さじ1)、醤油(大さじ1)を加え、
　汁気が少なくなってきたら絹さやを加えさっと炒めて、出来上がり。
※たけのこは、水煮ではないものはあく抜きが必要になります。

プロフィール ◉ モーブL

絵を描き始めた切っ掛けは、自粛期間に目の前に有ったipad！
筋肉と褌が好き！！

X：@m0o0b0u0l

1

2

3

4

（※ https://www.pref.osaka.lg.jp/o100030/iryo/osakakansensho/aidstaisaku4.html）

全
国
の
活
動
団
体
と
研
究
者
が

大
阪
に
集
ま
る
！

【
速
報
】

　

三
月
二
十
五
日
、
大
阪
を
含
む
全
国
五
か
所
の
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て

の
人
に
（
同
性
婚
）
」
訴
訟
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
十
五
人
全
員
の
裁

判
官
で
構
成
さ
れ
る
大
法
廷
で
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
内

に
は
最
高
裁
の
判
決
が
出
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
動
き
は
次
号
で
追
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

※イメージ

　

三
月
七
〜
八
日
、
大
阪
で

「
二
〇
二
五
年
度
Ｍ
Ｓ
Ｍ
研
究

班
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
研
究
班
合
同

会
議　

M
S
M
A
L
L
J
A-

P
A
N
ミ
ー
テ
ィ
グ
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
全
国
（
北
海
道
、

仙
台
、
東
京
、
横
浜
、
中
四

国
、
福
岡
、
沖
縄
）
か
ら

H
I
V
・
エ
イ
ズ
対
策
に
取
り

組
む
N
G
O
/
N
P
O
と
、
研

究
者
と
が
集
ま
り
、
二
日
間
に

わ
た
っ
て
、
各
地
の
H
I
V
感

染
症
の
動
向
や
予
防
啓
発
活

動
の
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
と

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

M
A
S
H
大
阪
か
ら
は
、

「
大
阪
地
域
を
対
象
と
し
た

予
防
啓
発
活
動
と
評
価
」
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
面
白
い
と
思
っ

た
の
は
、
「
若
年
層
に
向
け

た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
増

進
の
た
め
の
普
及
啓
発
の
開

発
と
評
価
」
（
金
子
典
代
名
古

屋
市
立
大
学
教
授
）
の
報
告

で
、
新
宿
二
丁
目
調
査
イ
ベ
ン

ト
来
場
者
の
バ
ニ
ラ
セ
ッ
ク
ス

（
※
）
に
つ
い
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、

◎
若
い
人
ほ
ど
バ
ニ
ラ
セ
ッ
ク

ス
を
実
施
し
て
い
る
。

◎
バ
ニ
ラ
セ
ッ
ク
ス
を
し
て
い

る
人
の
方
が
、セ
ッ
ク
ス
満
足

度
は
高
い
。

◎
バ
ニ
ラ
セ
ッ
ク
ス
を
し
て
い

る
人
の
方
が
、コ
ン
ド
ー
ム
常

用
率
も
高
い
。

と
い
う
結
果
が
出
た
と
の
こ

と
で
す
。
へ
ぇ
〜
そ
う
な
の

か
、
と
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

（
※
バ
ニ
ラ
セ
ッ
ク
ス
と
は
、

キ
ス
、
愛
撫
、
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ

ク
ス
な
ど
ア
ナ
ル
挿
入
を
と

も
な
わ
な
い
行
為
と
定
義
）
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　2026年6月、京都にて展覧会『テート美
術館 ― YBA & BEYOND 世界を変えた90s
英国アート』が開かれる。これは、1980
年代後半から2000年代初頭にかけて制作
された英国美術に焦点を当てる企画で、
YBA（ヤング・ブリティッシュ・アー
ティスト）と呼ばれた作家たちや同時代
のアーティストの作品をピックアップし
たもの。有名なところではダミアン・
ハーストやトレイシー・エミンの作品な
どもあり、じつにバラエティ豊かな内容
になっている。また、レイヴ・カル
チャーやブリットポップなどの音楽文化
との繋がりも強く、イギリスの90年代カ
ルチャーが好きなひとにはとくに興味深
い展示だと言えるだろう。
　そして、本展はゲイ・カルチャーやゲ
イ・ヒストリーの文脈でも意義深いもの
になっているので、本紙の読者にもぜひ
推薦したい。90年代前後のイギリスで、
ゲイのアーティストがどのような表現を
していたかが伝わる作品がいくつか選ば
れているのだ。
　まず注目したいのは、デレク・ジャー
マンの《運動失調―エイズは楽しい》
（1993年）。日本でも『カラヴァッジ
オ』（1 9 8 6年）や『エドワードⅡ』
（1991年）といった映画作品でよく知ら
れており、同性愛者のアーティストとし
ても非常に重要な存在だったジャーマン
だが、彼は1986年にHIVと診断されてか
らも様々なアートの制作を続けてきた。

この作品は視力が低下した彼が絵具を指
で塗り伸ばして制作したもので、生々し
いタッチが感じられる。タイトルの「運動
失調」はエイズの合併症で平衡感覚が失
われることを示しているが、病に侵されて
いたジャーマンが死に向かうなかで生き
た証を刻みこむものだったようにも思え
てくる。作品の中央辺りには「AIDS IS 
FUN（エイズは楽しい）」の文字―そこ
からは、同性愛差別と闘った活動家でも
あったジャーマンのメッセージを汲み取
ることができる。90年代前半はエイズ・
クライシスの影響がまだ強かった時代だ
が、政府の対策は同性愛に対する偏見も
あって十分に行き届いていなかった。この
作品の荒々しい勢いからは、そうした状況
に対するフラストレーションも感じ取れる
のだ。ジャーマンはこの作品を発表した
翌年の1994年に他界した。
　もう一作ピックアップしたいのが、写
真家として有名なヴォルフガング・ティ
ルマンスの《ザ・コック（キス）》（2002
年）。オープンリー・ゲイのティルマンス
は、ゲイ・カルチャーにおいても重要な
アーティストで、いまだとシンガーのフ
ランク・オーシャンの『 B l o n d e 』
（2016年）のアートワークを撮影した
人物と言えば、若い世代には伝わりや
すいかもしれない。彼は80年代からク
ラブ文化に根差した作品を多く制作し
てきたが、この写真はロンドンのゲ
イ・ナイトで撮影されたもの。男性ふ
たりのキスが親密に捉えられており、
同性愛の欲望を祝福するイメージとし
て象徴的な作品として見なされるよう
になった。とりわけ、2016年にフロリ
ダ州のオーランドにあるゲイ・クラブ
で銃乱射事件が起きた際、犯人の父親
が「男ふたりのキスに激怒した」こと
が犯人のトラウマになっていたのでは
ないかという報道が出ると、ソーシャ
ルメディアを中心に男性ふたりのキス
の写真をアップする#twomenkissingの
ムーヴメントが生まれたが、《ザ・
コック（キス）》はその代表として広
くシェアされた。男性同士のセックス
や男性ヌードの写真もしばしば発表し
てきたティルマンスだが、彼の作品は
そうしたクィア的なイメージを「この

世界のどこにでもあるもの」として捉え
てきたと評されることが多い。今回の展
示で取り上げられた作品も、まさにその
代表と言えるだろう。

　他にも、ギルバート＆ジョージが本人
たちの全裸を作品にした《裸の目》
（1994年）など、クィアネスが嗅ぎ取れ
る作品が取り上げられた『 Y B A ＆
BEYOND』。90年代のイギリスはサッ
チャー政権の余波もあって保守的な空気
も強かったと言われているが、現代よりも
同性愛に対する風当たりが強かった時代
に、ゲイ／クィアの表現者たちがアートで
どのようにセクシュアリティを表現した
か、いまこそ体感してほしい。

プロフィール ◉ 木津毅（きづ・つよし）
ライター。 1984年大阪生まれ。 映画、音楽、ゲイ・カルチャーを中心に様々なジャンルで執筆している。
『ミュージック・マガジン』で「木津毅のLGBTQ＋通信」連載中。
編書に田亀源五郎『ゲイ・カルチャーの未来へ』（Pヴァイン）、
著書に『ニュー・ダッド あたらしい時代のあたらしいおっさん』（筑摩書房）がある。

ん
と
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
か
っ

た
。
ま
ず
介
護
施
設
で
働
い
て
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
取
り
、
五
年
後

に
主
に
障
害
者
向
け
の
介
護
の
事
業

所
を
起
業
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

M
：
じ
ゃ
あ
、
本
業
は
介
護
職
な
ん

で
す
ね
。
起
業
す
る
と
写
真
を
撮
る

余
裕
も
な
く
な
っ
た
？
　
　
　
　

Ｄ
：
い
や
、
逆
で
（
笑
）
、
か
え
っ

て
時
間
の
余
裕
が
で
き
て
、
本
業
以

外
に
も
三
つ
の
趣
味
に
打
ち
込
ん
で

ま
す
。
三
つ
と
も
、
自
分
を
変
え
て

く
れ
る
、
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

M
：
そ
の
ひ
と
つ
が
写
真
？
　
　
　

Ｄ
：
そ
う
、
人
を
撮
る
の
が
好
き

で
、
特
に
G
O
G
O
ボ
ー
イ
を
よ
く

撮
り
ま
す
。
ア
ー
ト
的
な
写
真
で
す

ね
。
た
だ
本
業
と
オ
ト
サ
イ
が
忙
し

く
て
、
M
A
S
H
さ
ん
と
の
仕
事
以

外
は
あ
ん
ま
り
や
れ
て
な
い
。

M
：
オ
ト
サ
イ
と
い
う
の
は
？
　

Ｄ
：
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、

大
阪
の
ゲ
イ
シ
ー
ン
で
音
楽
が
動
い

て
い
な
い
印
象
が
あ
っ
て
、
自
分
で

も
音
楽
を
作
っ
て
い
た
し
、
何
か
や

り
た
い
、
い
ろ
ん
な
人
に
声
を
か
け

て
五
組
集
ま
っ
た
ら
イ
ベ
ン
ト
を
や

ろ
う
っ
て
。
そ
れ
で
二
〇
一
三
年
、

中
崎
町
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
第
一
回

目
を
開
催
、そ
し
た
ら
二
百
名
く
ら

い
来
て
く
れ
て
。三
回
目
ま
で
は
毎

年
や
り
、そ
の
後
は
不
定
期
で
。今
年

は
、こ
れ
ま
で
参
加
し
て
く
れ
た
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
意
味
も
込
め
て
、

五
月
二
日（
土
）に〈
オ
ト
サ
イ・フ
ァ

イ
ナ
ル
〉と
銘
打
っ
て
無
料
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
大
阪
城
野
外
音
楽
堂
で
開

き
ま
す
。出
演
は
全
員
ゲ
イ
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

M
：
こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
終
わ
っ

て
る
ん
だ
け
ど
、
無
料
で
チ
ケ
ッ
ト

な
し
、
出
入
り
自
由
っ
て
ス
ゴ
イ
！

Ｄ
：
「
出
演
者
か
ら
お
金
を
だ
し
て

も
ら
い
、
運
営
費
に
充
て
る
」
っ
て

い
う
方
針
に
賛
同
し
て
く
れ
た
グ

ル
ー
プ
に
出
演
し
て
も
ら
う
と
い
う

や
り
方
で
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

M
：
立
派
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
お
祭

り
で
す
ね
。
そ
こ
ま
で
音
楽
に
入
れ

込
む
き
っ
か
け
は
？
　
　
　
　
　

Ｄ
：
高
校
の
と
き
、
友
達
が
ギ
タ
ー

や
っ
て
て
、
か
っ
こ
よ
く
て
、
自
分

も
始
め
た
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
、
と
く

に
L
U
N
A
S
E
A
が
死
ぬ
ほ
ど

好
き
で
、
L
U
N
A
S
E
A
を
ま

ね
て
、
D
T
M
で
曲
を
作
っ
た
り
。

M
A
S
H
大
阪（
以
下
、M
）：
ご
出
身

は
？

D
A
I
C
H
I（
以
下
、D
）：
堺
市

で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
二
十
代
は

し
ば
ら
く
東
京
に
住
ん
で
て
、
三
十

歳
に
な
る
少
し
前
、
も
と
も
と
福
祉

の
仕
事
が
や
り
た
か
っ
た
の
で
、
大

阪
に
帰
っ
て
、
本
腰
を
入
れ
て
福
祉

の
仕
事
を
し
よ
う
、
っ
て
。
　
　

M
：
福
祉
へ
の
関
心
と
い
う
の
は
、

な
に
か
き
っ
か
け
が
？
　
　

Ｄ
：
い
や
、
特
に
（
笑
）
。
ば
く
ぜ

だ
か
ら
今
年
に
な
っ
て
L
U
N
A-

S
E
A
の
真
矢
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
文
字
通
り
ギ
ャ
ン
泣
き
し
ま

し
た
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
：
そ
う
な
ん
で
す
ね
…
さ
て
、
三

つ
目
の
趣
味
は
？

Ｄ
：
旅
行
で
す
。
イ
ン
ド
に
ハ
マ
っ

て
ま
す
。
他
人
の
目
を
気
に
す
る
こ

と
の
な
い
自
由
さ
、
そ
れ
に
生
と
死

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
惹

か
れ
ま
す
。
オ
ー
ル
ド
デ
リ
ー
の
ス

ラ
ム
街
を
歩
く
と
、
明
る
い
家
族
が

仲
良
く
生
活
し
て
る
と
こ
ろ
が
見
れ

て
、
つ
く
づ
く
、
情
報
に
頼
ら
ず
自

分
の
目
と
足
で
体
験
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
ケ
ラ
ラ
州
の

ト
リ
バ
ン
ド
ラ
ム
と
い
う
町
の
イ
ス

ラ
ム
地
区
を
歩
い
て
い
る
と
、
若
者

が
手
招
き
す
る
の
で
行
っ
て
み
た

ら
、
な
ん
と
そ
こ
は
牛
の
屠
殺
場
。

屠
殺
も
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
る
。

衝
撃
で
し
た
け
れ
ど
、
見
れ
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。

M
：
国
内
旅
行
は
？

Ｄ
：
も
ち
ろ
ん
や
り
ま
す
。
実
は
バ

イ
ク
乗
り
で
し
て
、
友
達
と
紀
伊
半

島
を
旅
行
し
た
と
き
、
尾
鷲
の
海
が

ホ
ン
ト
に
美
し
く
て
、
「
こ
の
あ
た

り
に
家
が
欲
し
い
！
」
っ
て
思
っ

て
、
古
民
家
を
探
し
た
ん
で
す
。
そ

し
た
ら
尾
鷲
市
の
J
R
賀
田
駅
の
近

く
に
物
件
が
見
つ
か
っ
て
、
ほ
ぼ
ひ

と
り
で
改
装
し
ま
し
た
。
意
外
に
仕

上
が
り
が
よ
か
っ
た
の
で
、
い
っ
そ

の
こ
と
民
泊
に
し
よ
う
と
。

M
：
ミ
ン
パ
ク
！

Ｄ
：
そ
う
、
み
ん
な
で
遊
び
に
行
け

た
ら
い
い
な
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す

け
ど
、
な
に
せ
大
阪
か
ら
遠
く
て

…
。
改
装
し
て
い
く
う
ち
に
な
ん
と

な
く
出
来
が
良
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
調
子
に
乗
っ
て
民
泊
を
始
め
ま

し
た
（
笑
）
。
広
い
ガ
レ
ー
ジ
風
の

土
間
が
あ
っ
て
、
一
日
一
組
限
定

で
、
管
理
は
近
く
に
住
ん
で
は
る
オ

バ
チ
ャ
ン
に
お
願
い
し
て
ま
す
。

〈
オ
ワ
セ
ベ
ー
ス
〉
で
探
せ
ま
す

よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
：
尾
鷲
や
熊
野
古
道
に
行
っ
た
ら

泊
ま
っ
て
み
た
い
！
　
　
　
　
　

Ｄ
：
「
田
舎
過
ぎ
る
！
」
っ
て
ク

レ
ー
ム
は
受
け
付
け
ま
せ
〜
ん

（
笑
）

M
：
お
話
を
聴
い
て
い
る
と
、
ゲ
イ

ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
る
と
い
う
よ

り
、
「
や
り
た
い
こ
と
を
ス
グ
に
ト

コ
ト
ン
や
る
」
っ
て
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
な
の
か
な
？

Ｄ
：
そ
う
で
す
ね
。
ゲ
イ
の
生
き
づ

ら
さ
み
た
い
な
こ
と
は
感
じ
た
こ

と
が
な
い
で
す
ね
ぇ
。
中
学
生
の

頃
、
「
悩
ん
で
も
仕
方
の
な
い
こ
と

は
悩
ま
ず
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
」
っ
て
思
っ
て
ま
し
た

し
、
起
業
し
て
か
ら
は
仕
事
も
趣

味
も
や
り
た
い
こ
と
だ
か
ら
、
イ

ヤ
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

や
ら
な
い
の
は
家
に
こ
も
っ
て

ゲ
ー
ム
く
ら
い
か
な
。

M
：
興
味
深
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

　
　
　

英国美術展から再発見する、
ゲイ・カルチャーとヒストリー

「
仕
事
も
趣
味
も
や
り
た
い
こ
と
だ
か
ら

イ
ヤ
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
」

M
A
S
H
大
阪
が
展
開
す
る〈
ヤ
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉で
コ
ン
ド
ー
ム
の
パッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
く
れ
た

D
A
I
C
H
I
さ
ん
に
、そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た

テート美術館 ―
YBA & BEYOND
世界を変えた
90s英国アート

【開催概要】

会 期：2026年6月3日（水）～9月6日（日）
開場時間：10:00～18:00
　　　　 （入場は閉場30分前まで）
休館日：月曜日（祝日の場合は開館）
会場：京都市京セラ美術館 新館 東山キューブ
公式ホームページ：https://www.ybabeyond.jp/

1993年、テート美術館所蔵
Photo :Tate ⓒ The estate of Derek Jarman. 
Courtesy of The Keith Collins Will Trust

デレク・ジャーマン
《運動失調―エイズは楽しい》 

2002年 テート美術館蔵 ©Wolfgang Tillmans, 
Courtesy of Maureen Paley, London;
Galerie Buchholz; David Zwirner, New York

ヴォルフガング・ティルマンス
《ザ・コック（キス）》
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た
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読
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

ゴ
ー
テ
ィ
エ
と
申
し
ま
す
。
出
身

は
フ
ラ
ン
ス
の
真
ん
中
に
あ
る
オ

ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
県
ク
レ
ル
モ
ン
フ

ェ
ラ
ン
市
に
近
い
小
さ
な
町
。
中

学
生
の
頃
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
、

漫
画
、
音
楽
、
歴
史
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
が
、
一
番
惹

か
れ
た
の
は
考
え
方
か

な
。
エ
ク
ス
・
ア

ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

で
学
部
時
代
を
過
ご

し
、
そ
の
後
レ
ン
ヌ

の
大
学
の
修
士
課
程

で
動
物
行
動
学
を
学

び
ま
し
た
。
エ
ク

ス
・
ア
ン
・
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
の
大
学

は
日
本
の
大
学
と

提
携
し
て
い
た
の

で
日
本
人
留
学
生

が
た
く
さ
ん
い

て
、
日
本
へ
の
興

味
が
ま
す
ま
す

高
ま
り
、
修
士

課
程
を
出
て
し
ば
ら
く
は
動
物
擁

護
の
活
動
を
し
て
い
る
N
P
O
で

働
い
た
の
で
す
が
、
仕
事
を
や
め

て
来
日
、
今
に
至
り
ま
す
。
　
　

　
十
八
歳
ぐ
ら
い
か
ら
自
分
は
バ

イ
だ
と
気
づ
い
て
い
ま
し
た
が
、

ひ
と
り
で
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ

て
、
そ
ん
な
と
き
ト
ラ
ン
ス
女
性

の
い
と
こ
（
当
時
は
ま
だ
ゲ
イ
な

男
性
と
し
て
自
己
認
識
し
て
い

た
）
に
随
分
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
ま
ず
姉
と
兄
に
、
数
年
後

に
両
親
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
両
親
か
ら

「
従
兄
み
た
い
に
な
ら
な
い
で

ね
」
と
何
度
も
言
わ
れ
、
そ
の
た

び
に
辛
い
思
い
を
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
フ
ラ
ン
ス
で
同
性
間
の
セ
ッ
ク
ス

が
非
犯
罪
化
さ
れ
た
の
は
一
七
九
二

年
、フ
ラ
ン
ス
革
命
真
っ
際
中
の
年

で
す
。単
純
に「
同
性
間
の
セ
ッ
ク

ス
」と
い
う
言
葉
が
刑
法
か
ら
消
え

た
だ
け
な
の
で
す
が
、そ
れ
ま
で
は

死
刑
だ
っ
た
の
で
、や
は
り
こ
れ
は

革
命
で
す
ね
。
次
の
変
化
は
一
五

〇
年
後
の
一
九
四
二
年
、
パ
リ
が

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
て
い

た
時
期
、
親
ナ
チ
ス
の
ヴ
ィ
シ
ー

政
権
が
「
同
性
間
の
セ
ッ
ク
ス
は

二
十
一
歳
未
満
を
違
法
と
す
る
」

と
い
う
改
悪
を
行
い
ま
す
。
そ
の

背
景
に
は
、
ナ
チ
ス
の
影
響
の
ほ

か
、
伝
統
的
に
同
性
愛
＝
少
年
愛

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
な
る
と
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き

る
か
と
い
う
と
、
ゲ
イ
が
集
ま
る

バ
ー
な
ど
に
警
察
が
踏
み
込
み
、

二
十
一
歳
未
満
の
人
が
ひ
と
り
で

も
い
た
ら
、
そ
の
店
に
い
た
全
員

が
取
り
調
べ
を
受
け
、
有
罪
判
決

を
受
け
る
人
も
出
る
。
そ
し
て
抗

議
活
動
の
結
果
こ
の
法
律
が
廃
止

さ
れ
た
の
が
一
九
八
二
年
、
よ
う

や
く
フ
ラ
ン
ス
の
L
G
B
T
は
刑

法
上
の
平
等
を
勝
ち
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
こ
の

四
十
年
の
間
に
有
罪
判
決
を
受
け

た
人
た
ち
に
国
が
賠
償
金
を
払
う

べ
き
だ
と
い
う
法
案
が
審
議
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
に
は
同

性
婚
が
認
め
ら
れ
、
同
性
カ
ッ
プ

ル
が
養
子
を
取
る
こ
と
も
認
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
大
規

模
な
反
対
の
デ
モ
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
ら
の
合
言
葉
は
〈La m

anif 
pour

tous

〉
（
す
べ
て
の
人
に
向

け
た
デ
モ
）
。
わ
か
り
や
す
い

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
よ
ね
（
笑
）
。

やはりスゴかったフランス革命！？

　
い
や
ぁ
、
こ
の
「
フ
ザ
ケ
た
タ
イ

ト
ル
」
っ
て
、
「
…
乙
女
た
ち
の
か

げ
で
」
↓
「
…
乙
女
た
ち
の
近
所

で
」
↓
「
…
乙
女
た
ち
の
キ
ン
ピ
ラ

ゴ
ボ
ウ
」
っ
て
な
っ
た
ら
し
い
。
作

家
た
ち
が
常
日
頃
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
執
筆
し
て
る
の
か
、
に

肉
迫
す
る
本
だ
と
僕
は
解
釈
し
て

ま
す
。

　
こ
の
本
で
は
倉
多
江
美
、
萩
尾
望

都
、
大
矢
ち
き
、
山
岸
凉
子
、
江
口

寿
史
＋
鴨
川
つ
ば
め
、
陸
奥
A
子
、

土
田
よ
し
こ
、
吾
妻
ひ
で
お
、
大
島

弓
子
の
計
十
名
の
作
家
が
登
場
す

る
ん
だ
け
ど
、
山
岸
は
三
十
一
号

で
、
大
島
は
三
十
二
号
で
取
り
上
げ

た
際
に
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の

た
ぶ
ん
日
本
で
初
め
て
、「
自
分
は
ゲ
イ
だ
」っ
て
は
っ
き
り
言
っ
た
作
家
。

今
回
は
一九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た『
花
咲
く
乙
女
た
ち
の
キ
ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
』と
い
う

フ
ザ
ケ
た
タ
イ
ト
ル
の
少
女
漫
画
論
を
ご
紹
介
！

日本語を学ぶために来日、京都在住のゴーティエさんに、
フランスのLGBT事情と

パリのゲイタウンについて語ってもらいました

で
、
今
回
は
萩
尾
望
都
論
を
取
り
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
僕
の
漫
画
歴
と
い
う
と
、
小
さ
い

頃
は
近
所
の
女
の
子
の
家
で
月
刊

少
女
漫
画
雑
誌
に
連
載
さ
れ
て
い

た
手
塚
治
虫
の
「
リ
ボ
ン
の
騎
士
」

を
読
ん
で
た
く
ら
い
か
な
。
少
年
漫

画
は
図
柄
が
美
し
く
な
い
し
、
男
た

ち
が
勝
ち
負
け
を
競
う
野
蛮
な
世

界
に
し
か
見
え
な
く
て
、
と
て
も
読

め
た
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
一
九
六

〇
年
代
の
話
ね
。
次
に
少
女
漫
画
に

出
会
う
の
は
、
四
半
世
紀
後
の
一
九

九
〇
年
頃
。
友
人
の
中
に
熱
烈
な
大

島
フ
ァ
ン
と
山
岸
フ
ァ
ン
が
い
て
、

彼
ら
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
読
み
始
め

た
ら
い
き
な
り
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
を
浴

び
せ
ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け

た
。
た
い
し
た
根
拠
も
な
く
「
あ
、

こ
の
二
人
は
文
学
を
越
え
ち
ゃ
っ
て

る
ワ
」
っ
て
思
っ
た
の
を
覚
え
て

る
。
こ
の
『
花
咲
く
…
』
も
そ
の
頃

読
ん
だ
か
ら
、
当
然
萩
尾
望
都
も
読

ん
で
み
た
ん
だ
け
ど
、
あ
ん
ま
り
印

象
に
残
ら
な
か
っ
た
。
理
由
を
考
え

て
み
る
と
、
一
つ
は
登
場
人
物
が
多

く
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
す
ぎ

て
、
彼
ら
の
行
動
の
裏
に
隠
さ
れ
て

い
る
秘
密
に
な
か
な
か
た
ど
り
着
け

ず
、
ま
ど
ろ
っ
こ
し
く
て
し
ょ
う
が

な
い
の
ネ
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、

言
っ
て
し
ま
え
ば
実
も
蓋
も
な
い
け

ど
、
主
人
公
が
少
年
ば
っ
か
り
で
、

大
島
や
山
岸
の
作
品
に
登
場
す
る
よ

う
な
謎
め
い
た
若
者
が
い
な
く
て
ト

キ
メ
キ
が
な
い
！
せ
め
て
中
高
時
代

に
出
会
っ
て
れ
ば
、
っ
て
一
瞬
思
っ

た
け
れ
ど
、
萩
尾
先
生
が
作
品
を
発

表
し
始
め
た
の
は
七
〇
年
代
、
僕
は

す
で
に
大
学
生
…
　
　
　
　
　
　

　
で
も
あ
ら
た
め
て
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん

の
萩
尾
望
都
論
を
読
み
返
し
て
み
る

と
、
な
ぜ
彼
女
が
学
園
モ
ノ
に
こ
だ

わ
っ
た
の
か
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て

い
て
、
正
直
唸
り
ま
し
た
。
オ
サ
ム

ち
ゃ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
戦
後
の
日

本
社
会
の
有
り
様
を
描
く
と
こ
ろ
か

そ
の
後
十
年
以
上
が
経
過
し
、
受

容
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
右
派
と
極

右
の
政
党
も
、
た
と
え
政
権
を
取

っ
た
と
し
て
も
こ
の
法
律
を
変
え

る
つ
も
り
が
な
い
こ
と
を
明
言
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
近
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

人
た
ち
の
可
視
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
す
が
、そ
の
分
、風
当
た
り
も

強
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
背
景
に

は
、『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』の
作
者
で

あ
る
ジ
ョ
ア
ン
・ロ
ー
リ
ン
グ
が
ト

ラ
ン
ス
嫌
悪
と
も
取
れ
る
発
言
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
一
部
と
右
派

が
ロ
ー
リ
ン
グ
の
発
言
に
同
調
し
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
へ
の
攻

撃
を
強
め
て
い
る
の
は
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
政
治
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
に
し

て
、
パ
リ
の
ゲ
イ
タ
ウ
ン
を
紹
介

し
ま
す
。
パ
リ
の
L
G
B
T
向
け

商
業
施
設
は
マ
レ
ー
地
区
に
集
中

し
て
い
て
、
と
て
も
お
洒
落
な

街
。
た
く
さ
ん
の
商
業
施
設
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
と
の
大
き
な
違

い
は
ミ
ッ
ク
ス
・
バ
ー
が
多
い
こ

と
。
日
本
で
い
う
観
光
バ
ー
で
す

ね
。
た
だ
し
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
バ
ー

は
、
ノ
ン
ケ
男
性
か
ら
の
セ
ク
ハ

ラ
を
防
止
す
る
た
め
、
女
性
し
か

入
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
バ
ー

は
大
ま
か
に
三
種
類
あ
っ
て
、
ま

ず
d
i
s
t
a
の
よ
う
な
、

N
G
O
が
経
営
す
る
カ
フ
ェ
系
、

二
つ
目
が
お
酒
が
メ
イ
ン
の
バ
ー

系
、
ク
レ
ル
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
よ

文◉鬼塚哲郎
僕の黄金郷は何に昇華したのか、考えてみ
ました。『りぼん』や『暮らしの手帖』や吉屋
信子の新聞小説（確か大奥モノ）を愛読して
た僕に、母親は何も言わず見守ってくれて
た。これがもし「もっと男の子らしいことを
しなさい！」とか言われてたら、僕の性格は
随分違ったものになっていただろうって考
えると、母親の手厚い庇護のもとで暮らし
ていたんだと思い至りました。感謝しかあ
りません。

に
移
し
変
え
る
こ
と
で
、
こ
の
信
頼

を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
漫

画
家
に
な
る
こ
と
で
彼
女
は
子
供

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
と

言
っ
て
も
い
い
…
　
　

　
確
か
に
、
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
や
萩
尾

先
生
よ
り
ち
ょ
っ
と
だ
け
若
い
僕

は
、
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
の
い
う
黄
金
郷

を
実
感
を
伴
っ
て
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
母
親
や
教
師
た
ち
の
盤
石

の
庇
護
の
も
と
で
、
兄
弟
姉
妹
や
同

級
生
の
友
人
た
ち
と
没
頭
し
て
い

た
活
動
の
数
々
。
半
世
紀
以
上
前
の

こ
と
な
の
に
、
強
烈
な
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
と
と
も
に
記
憶
が
よ
み
が
え

る
。
で
も
、
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
に
よ
れ

ば
あ
の
黄
金
郷
は
空
前
絶
後
の
モ

ノ
だ
っ
た
わ
け
だ
し
、
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
萩
尾
望
都
先
生
が
現
在
に
至

る
ま
で
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
こ

と
に
も
納
得
が
い
く
の
で
す
ね
。
で

も
、
萩
尾
先
生
や
オ
サ
ム
ち
ゃ
ん
は

黄
金
郷
の
経
験
を
作
品
の
か
た
ち

に
昇
華
さ
せ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
僕
の

黄
金
郷
は
一
体
何
に
昇
華
し
た
の

か
？ 

ゆ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
に
し

ま
す
…
　
　
　
　

ら
始
ま
り
ま
す
。
戦
後
ま
も
な
く
、

大
人
た
ち
は
生
き
延
び
る
た
め
に

必
死
で
働
く
。
少
し
余
裕
が
出
て
く

る
と
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に

働
く
。
こ
の
間
、
大
人
た
ち
は
、
男

も
女
も
、
家
族
の
た
め
、
家
庭
の
た

め
働
く
。
家
庭
の
中
心
に
い
る
の
は

子
供
た
ち
で
、
子
供
た
ち
の
た
め
に

父
も
母
も
働
く
。
家
庭
が
子
供
中
心

に
回
る
。
戦
前
・
戦
中
は
天
皇
中
心

の
家
父
長
制
の
時
代
だ
っ
た
け
ど
、

戦
後
民
主
主
義
の
時
代
に
な
っ
て
こ

れ
が
見
事
に
反
転
し
て
、
家
庭
内
で

は
子
供
が
天
皇
、
母
親
が
摂
政
と
し

て
治
め
る
、
そ
ん
な
世
界
。
親
世
代

の
徹
底
し
た
庇
護
の
も
と
で
、
子
供

は
社
会
の
現
実
か
ら
隔
離
さ
れ
た

家
庭
と
学
校
と
い
う
黄
金
郷
で
、
兄

弟
姉
妹
た
ち
、
級
友
た
ち
と
共
に
仲

間
を
つ
く
り
、
足
り
な
い
も
の
は
夢

で
補
い
、
ひ
た
す
ら
子
供
ら
し
い
快

楽
を
追
求
で
き
た
。
　
　
　
　
　

　
こ
の
黄
金
時
代
は
、
子
供
が
子

供
で
な
く
な
る
と
き
、
終
わ
り
を

告
げ
る
。
そ
し
て
そ
の
終
わ
り
方

が
男
の
子
と
女
の
子
で
違
う
。
男

の
子
は
社
会
の
構
成
員
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
黄

金
時
代
は
唐
突
に
終
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
女
の
子
は
そ
う
し
た
期

待
は
さ
れ
ず
、
結
婚
ま
で
の
時
間

は
野
放
し
の
状
態
に
置
か
れ
る
の

で
、
黄
金
時
代
の
余
韻
と
し
て
夢

を
見
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
萩
尾
望
都
が
」
と
オ
サ
ム
ち
ゃ

ん
は
言
う
―
「
黄
金
時
代
の
夢
か

ら
醒
め
た
と
き
黄
金
郷
は
滅
び
、

滅
亡
を
直
視
す
る
に
し
の
び
な

か
っ
た
彼
女
は
再
び
瞼
を
閉
じ
、

夢
を
見
続
け
た
」
。
彼
女
が
夢
を

見
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

彼
女
に
と
っ
て
圧
倒
的
に
リ
ア
ル

だ
っ
た
黄
金
郷
へ
の
信
頼
が
あ

り
、
黄
金
郷
を
漫
画
と
い
う
形
式

独
自
の
視
点
で
少
女
漫
画
論
を
深
化
さ
せ
た

異
能
の
作
家
・
橋
本
治（
そ
の
3
）

は
し 

も
と 

お
さ
む

う
な
地
方
の
町
だ
と
た
い
て
い
こ

の
タ
イ
プ
で
す
。
三
つ
め
が
ク
ラ

ブ
系
で
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
バ
ー
を

兼
ね
る
お
店
が
多
い
。
ク
ラ
ブ
系

で
有
名
な
の
は
〈le

raidd

〉
。
真

夜
中
を
過
ぎ
る
と
店
内
あ
ち
こ
ち

に
設
け
ら
れ
た
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス

で
マ
ッ
チ
ョ
な
男
性
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
ド
ラ

ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
シ
ョ
ウ
を
提
供

す
る
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
日
本
で
は
同
性
間
の

セ
ッ
ク
ス
が
違
法
と
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で
す

が
、明
治
政
府
が
刑
法
を
制
定
す
る

際
、そ
の
草
案
を
担
当
し
た
の
が
フ

ラ
ン
ス
の
法
学
者
だ
っ
た
こ
と
を
最

近
に
な
っ
て
知
り
ま
し
た
。フ
ラ
ン

ス
革
命
の
影
響
が
こ
ん
な
か
た
ち

で
日
本
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
る

と
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

『 le raiddt 』

ゴーティエさん
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